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1. 教材に込めるメッセージ 

放射線を利用した工業技術や医療技術は多く

存在しますが、中でも放射線に興味を持つきっか

けとなる一つの技術に放射性物質を用いた年代

測定があるのではないでしょうか。しかし、その

方法まで詳しく知っている人は少ないはずです。

かくいう私も、博物館などでそのパネルを見たこ

とはあれど、放射線の授業を受けるまではどのよ

うに同位体比を測り、そしてなぜあまりに古すぎ

る試料では測定ができるのかを理解していませ

んでした。そこで今回は、複数の試料模型や同位

体分離器模型を用いて同位体分析について学び

を深める教材を作成しました。 

2. 教材の内容 

本教材では試料模型、同位体分離器模型の2つ

の模型を使って質量分析の体験学習を行います。 

試料模型は同じ径で磁力が異なる金属球を使

って同位体を模擬します。同位体比の異なる複数

の試料模型を作成することによって、年代ごとに

同位体比が違う事を体験します。また、放射能の

減衰について学べる補足資料も作成し、年代分析

だけではなく、放射線の他の部分にも興味を持っ

てもらえるようにします。 

同位体分離器模型では、試料模型の鉄球を転が

す台と磁石、土台、ポケットの4つから成ります。

同じ台から鉄球を転がすと、磁力の違いにより運

動方向の変化しやすい鉄球としづらい金属球に

分かれます。ポケットの位置を調節することで、

磁力の異なる金属球をえり分けることが可能で

あるため、これにより同位体分離を模擬します)

図2)。 

実験後に金属球のそれぞれのポケットに入っ

た金属球の数を比べることにより年代の推定を

行います。この時には、どちらが炭素12あるいは

炭素14であるかを考察してもらうことにより、理

解を深めてもらうことを想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1. 補足資料 

 

図2. 試料と同位体分離器模型 


